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彦根市は、琵琶湖東岸に位置する「城と湖のまち」で湖東地域の中核都市として発展

してまいりました。「城」は、いうまでもなく彦根城でありますが、彦根市内にはこの

他にも石田三成の居城として歴史に名を残す佐和山城跡やその実態は不明でありますが

中世城郭跡が多数存在します。

彦根市は、湖南の市町に比べればそのペースは緩やかではありますが確実に開発が進

んでおります。水道の第 4次拡張計画もこれに対応し、給水区域を拡張するために策定

されたものです。しかし、彦根市の南部はその大部分が田園地帯として開けた平野部で、

配水池の適地は荒神山と今回発掘調査を実施した山崎山だけで、その地質的な条件から

配水池は山崎山で計画されました。山崎山は、以前より山城があったことが知られてい

たところであり、また小字にも「古城」という地名が残っていることから、今回の発掘

調査が実施される運びとなりました。

この発掘調査の結果、中世山城の良好な資料を得ました。「開発と遺跡保存」は常に

古くて新しい問題であります。この問題をクリアーできるよう現在協議中であります。

山崎山城跡の保存が可能となれば、滋賀県が提唱している「近江歴史回廊構想」の重要

な拠点になるばかりでなく、江戸時代初期の大名の居城である「彦根城」・戦国時代の

攻防の拠点である「佐和山城跡」
。戦国時代の中規模な山城である「山崎山城跡」がそ

ろうことになり、文字どおり「城のまち彦根」ということになります。

この発掘調査の報告書は、戦国時代末期の歴史を知る上で貴重な資料になると考えら

れ、本書が歴史研究の一助になれば幸いです。また、新たな彦根像を提供できればと考

えるものです。

最後になりましたが、本調査にご協力とご支援をいただきました関係各位に対しまし

て謝意を表します。

平成 7年 3月

彦根市教育委員会

教育長 不日田 豊 治
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6。 出土遺物等の資料はヽ彦根市教育委員会が保管している。

平成 6年度

彦根市教育委員会

生涯学習課長   松田 一貴
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鈴木 千代   田邊 真希
西村たけ子   西村 房子

古川 善一   森  秋男

出口加寿夫   西村きぬえ

西村富士雄   西村良太郎

森  秋男
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1.は じめに

山崎山城跡は、彦根市の稲里町・賀田山町・清崎町にまたがる比高50mほ どの独立丘

陵の東側の尾根に所在する中世山城跡である。遺跡が存在することは地元
では広く知ら

れていたもので、『愛知郡史』にも言及されている。ただし、その詳細に
ついては調査

の手がおよんでいなかったため不明であった。

彦根市では、南部の開発の進展に伴い第 4次の水道拡張計画を策定し、配水池の適地

を調査していた。市南部の地理的条件は、愛知川と宇曽川が形成した沖積地が広がる平

野部であり、配水池の高さを確保するためには荒神山か山崎山だけであり、山体
の大き

な荒神山は岩盤の風化が進んでおり地盤がやや弱く、山崎山が適地であると
いう調査結

果であった。このため、水道部では用地の確保にはいった。また、同時期に建設部
では

西清崎の集落で急傾斜地の対策事業を計画していた。

山崎山には、山崎山城跡と国昌寺遺跡の2つの遺跡が知られていたが、上記した 2つ

の工事計画があるために、滋賀県教育委員会文化財保護課と彦根市教育委員会
の両者で

現地の分布調査を実施した。この結果、国昌寺遺跡に
ついては山崎山西側の尾根上では

確認できず、南側裾部に所在するという結論にいたった。しかし、山崎山城跡
について

は、尾根線上にかなりの平坦部が認められることや最高部の西側に竪堀状
の地形が認め

られること等から、城跡の可能性が確認できた。このため、予定どおり工事を計画する

場合は、事前の調査を実施する
｀
必要があることを水道部に伝達した。

山崎山は、過去に崩壊を繰り返しているため土砂治山防備保安林の指定を受け
ており、

上記の計画を実施する場合は用地の買収と共に保安林解除の事務手続きを行う必要
があっ

た。また、埋蔵文化財の事務手続きは、平成 4年 9月 21日 付け彦水工第787号で発掘通

知および調査依頼の提出を受け、平成 4年 10月 14日 付け彦教委生第1440号で進達ならび

に発掘調査通知を滋賀県教育委員会教育長あてに提出した。

その後、現地の試掘調査に入ったのは平成 5年 3月 であった。

山崎山城跡の試掘調査は、山頂部の尾根に沿って立木等の状況から約100mの間にト

レンチを4つに分けて、幅 2mで設定した。また、この トレンチと直交するように尾根

の両側に向けて トレンチを適宜設定した。この結果、土塁内側の石垣の基底部
の根石と

考えられる石列や尾根西側斜面の傾斜転換点のやや上側から地山の風化土を
かなりの角

度で成形 した加工面が確認できた。また、尾根の南側斜面や東側斜面
では、城跡の石垣

の残存部分と考えられる1～ 3段の石垣および裏込めが確認できた。この他、土塁と考

えられる山頂部西側の下で竪掘りの痕跡と考えられる窪みが尾根と直交するように両側
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に落ち込んでいることも確認した。

この試掘調査の結果は、平成 5年 4月 26日 付け彦教委生第535号で水道部に報告する

と共に、本調査が必要であることを伝えた。

その後、彦根市教育委員会と水道部で本調査についての協議を行った。また、年度を

またがっため発掘届および調査依頼を再度提出していただいた。発掘届ならびに調査依

頼は、平成 5年 6月 11日 付け彦水工第578号で提出があり、平成 5年 6月 28日 付け彦教

委生第929号で進達および発掘調査通知を県教育委員会教育長あてに提出した。

その後、発掘調査についての確認書は平成 5年 7月 13日付けで締結した。

現地の発掘調査は、平成 5年 8月 2日 から実施し、平成 6年 3月 31日 で全ての作業を

完了した。

この発掘調査の結果、山崎山城跡は、県下でも調査例が少ない非常に良好な遺構を残

した中世山城跡であることが確認できたため、その保存について水道部と協議 し、他の

適地に配水池を設置することの可能性を探るため、平成 6年度に山崎山の西側の尾根を

試掘調査することになった。

このため、平成 6年 6月 1日 付け彦水工第441号で発掘通知および発掘調査依頼の提

出を受け、平成 6年 6月 14日 付け彦教委生第747号で滋賀県教育委員会教育長あてに進

達ならびに発掘調査通知を提出した。

これに伴う試掘調査は、平成 6年 6月 1日 ～ 7月 4日 まで実施した。その後、資料整

理作業を行った。

2.位置と環境

彦根市は、琵琶湖の東岸中央部の湖東地域の北端に位置する。琵琶湖を縁どるように

形成された平野部の東端で霊仙山系からの山塊が琵琶湖に押し出されるように伸び、湖

東地域と湖北地域の境を作っている。また、霊仙山と伊吹山が作る谷 (旧中山道不破の

関が所在する)は、近畿地方と東海地方を結ぶ数少ないルー トの一つであるが、ここを

通るルー トは京者60大阪等の近畿地方中央部を結ぶ最短のルー トとなるものである。彦

根市は、その地形的なネックとなる所に位置している。このことは、現在でも東海道新

幹線、」R琵琶湖線、名神高速道路等の東京と京都・大阪を結ぶ日本の主要な大動脈が

集中していることからもうかがえる。彦根市は、マクロ的に見れば以上のように関西・

西日本と中部地方以東の東日本を結ぶ地理的な条件を持っている。このような条件を考

えれば彦根の地に佐和山城・彦根城が築城された理由も納得できる。

今回発掘調査を実施した山崎山城跡は、旧の郡名でいえば愛知郡と犬上郡の境に当た
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り、彦根市南部の湖岸近くに所在する荒神山の南東側に位置する比高50mほ どの小丘陵

の山頂部に立地する。荒神山は、その湖岸側に曽根沼内湖を抱えた平野部に島状に浮か

ぶ独立した山丘であるが、山崎山もまた独立して存在する小丘陵である。荒神山は、火

成岩の一種の石英斑岩から成る無火口の火山であるといわれ、山崎山も同様の地質を示

す。この地域の平野部は、南側から愛知川・宇曽川
0犬上川に囲まれた地域で、これら

の河川が形成した沖積地である。山崎山・荒神山周辺にかかる直接的な沖積作用は、主

に宇曽川によるもので肥沃な耕作地を作り、山崎山城跡を支える経済基盤であった。

山崎山山頂からは、琵琶湖の対岸に湖西比良山系の山並を望み、湖中の沖ノ島、長命

寺山、観音寺山等が直線的に並び、その奥には布引山の丘陵が湖東地域の北と南側を画

するように鈴鹿山系に向かって伸びる。

また、東南側は鈴鹿山系の御在所岳、釈迦ヶ岳、藤原岳等1,000m級の山が三重県と

の境を塞ぎ、鈴鹿山系の手前には旧愛知郡・犬上郡に属した集落が点在する。東から北

側にかけては、霊仙山と伊吹山がそびえ、その手前には湖北地域東側の市
0町の所在が

俯敗できる。以上のように、山崎山山頂からの見晴らしは非常にダイナミックなものが

ある。

山崎山周辺の地理的環境をもう少し詳しく以下に記す。秦荘町と湖東町の境の谷を発

した宇曽川は、湖東平野を潤しながら北流して彦根市に至る。この宇曽川は、現在では

河川改修が完了し、また宇曽川ダム等の治水工事で通常の水量は少なくなっているが、

以前は荒れ川であったらしく度々氾濫をおこしていた。このことは、その流路に山崎山、

荒神山が立ち塞がるという地形的な要因も多分にあったと考えられる。このように、宇

曽川は山崎山にその行 く手を阻まれ、「 く」の字状に急激に屈曲しながら山崎山、荒神

山の東側裾部を北流し琵琶湖へと達している。宇曽川は、その名前の由来が「運送川」

からきたものといわれることもあるように、水量が豊富だった時代は琵琶湖から湖東地

域内陸部への物資の輸送が盛んであった。

次に歴史的な交通関係について記せば、江戸時代には朝鮮人街道が湖岸線と並行する

ように湖東平野を通り、山崎山の裾部を西から北側を巻くように荒神山との間をぬけて

いる。この時代の彦根には、中山道と朝鮮人街道が主要な街道として通っていたが、江

戸時代以前は中山道の上街道に対して朝鮮人街道は下街道と呼ばれ、この下街道は織田

信長が岐阜より安土を通って京にいたる道として整備したといわれるものである。この

ように、山崎山城跡は、前面に下街道をひかえ、北から東、南側を宇曽川が遮るという

要害の地、また交通の要所である地形的な条件を備えていた地に立地していたことがう

かがえる。
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次に、山崎山周辺の歴史的環境について遺跡を中心に述べたい。

宇曽川は、過去にかなりの荒れ川であったといわれ、このためにその流路を度々変え

ていた。宇曽川の河川改修時に県文化財保護課が実施した妙楽寺遺跡の発掘調査は、現

行の河川敷の中でのものであり、流路の変化により集落の跡地が河川になったものであ

る。この遺跡は、弥生時代前期後半の遺物を出土した土坑等を検出し、その後時間的な

断続はあるもののヽ中世末まで続く複合遺跡である。また、弥生時代中期の遺跡として

は、山崎山から東へ約 2kmの所に馬場遺跡があり、掘立柱建物跡だけで構成された集

落跡が確認できており、この時代の集落跡としては特徴的な遺跡である。宇曽川流域の

遺跡では、壷・甕 0水差しのセットが土墳状の遺構から出土した肥田西遺跡等も挙げら

れるが、この時代については調査例が極めて少ないため詳細は不明である。

古墳時代の遺跡は、各所で確認できるようになるが、古墳時代前期の遺物が出上して

いる遺跡は妙楽寺遺跡やこの妙楽寺遺跡の南側に隣接する蛭目遺跡がある。また、荒神

山一帯にはいわゆる後期群集墳が25基確認できており、延寿寺裏の古墳からは馬具も出

上したといわれている。この他、荒神山の林道建設工事時に出土した遺物が稲枝東小学

校に保管されている。

宇曽川を中心にした古墳時代以降の歴史は、山崎山から西に約1.5kmの上岡部町の

屋中寺廃寺遺跡で白鳳時代の瓦や柱根等が耕地整理の時に出土しており、稲枝北小学校

に保管されている。また、この屋中寺廃寺から約 2km西側の普光寺町でも同時代の瓦

を出土する普光寺廃寺が存在する。このことは、二つの政治的なまとまりが有ったこと

を示している。この時代の集落跡は、まだ明確ではないが愛知川の自然堤防上に立地す

るものと考えられる。

中世の集落跡は、宇曽川の改修時に発掘調査が行われた妙楽寺遺跡や廃棄物の投棄場

建設時に発掘調査を実施した古屋敷遺跡があげられる。両遺跡は、宇曽川をはさんで両

岸に位置する遺跡であるが、両遺跡ともに溝・道状の遺構等で区切られた屋敷跡を示す

ものであった。これらの遺跡は、荒神山北端から東に向かって張り出した尾根に所在し

たといわれる日夏城跡に関連する集落跡と考えられる。また、現在の日夏の集落の前身

といわれている。

以上のように、山崎山周辺の歴史的環境を見るならば、荒神山はこの付近のシンボル

的な役割を果たしていたと考えられる。このことの証が後期群集墳の存在であろう。ま

た、交通としては、当然琵琶湖の湖上交通が考えられるが、この他宇曽川の輸送力や織

田信長が整備したといわれる「下街道」およびその前身の道が考えられる。山崎山城跡

は、この「下街道」と宇曽川の水運を押さえる交通の要衝であったことがわかる。
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3.調査結果

山崎山は、山頂へ登る山道もなく、ブッシュおよび立木が茂った状態
であった。この

ため、発掘調査にかかる以前の作業として、ブッシュを切り開き立木
の伐採から行わね

ばならなかった。また、抜根は、掘 り込み作業の進展に伴い順次行った
が、これらの作

業にかなりの労力をとられた。さらに、現地は保安林である関係
から、調査区域の一段

下に上を止めるための枡を設置した。

山崎山城跡は、試掘調査の結果、各 トレンチで地山の成形面や石垣
および裏込め等が

確認でき、この時代の中世山城のプラソが良好な形で保存
されている可能性が確認でき

たため、東側の尾根全体を発掘調査の範囲とし、畦を残して各部分
にトレンチを設定す

る計画とした。 トレンチは、結果的に試掘調査で設定したものも含めて19箇所になった。

以下、各 トレンチの調査状況を記す。

1ト レンチ

1ト レンチは、試掘調査時に幅 lm。 長さ27mの大きさで山崎山の最高点から尾根に

沿って設定したものである。試掘調査の時点では、すぐ北側
の荒神山には後期群集墳が

存在することから山崎山の最高点でも、その形状から径
10mほ どの古墳の可能性も考え

られたためである。

試掘調査の結果、 トレンチ北側半分で 2箇所の 1段～ 2段の石垣の基底部と考えられ

る石列を検出した。このうち、北側の石列は、南側を面にし
て石垣の裏に50Cm前後の幅

で角礫の入った層が確認できた。また、 トレンチ北側から中央部にかけて確認できた石

列は、西側を面にするもので、この石列の裏側にも角礫
の層が確認できた。これらの石

列に使われている石は一辺50～70mの ものが大半を占めている。

この トレンチの上層は、表上の腐食土層が40cmで、第 2層は石列と石列の間が角礫
の

入った黄褐色の山土 (地山の岩が風化してできた土)層であったが、その堆積の状態は、

角礫の間の上が詰まっておらず空洞が目立
つ状態であった。このことは、この堆積が自

然の状態でなされたものではなく、一時期に埋まった状態、言
い替えれば人工的に埋め

られた状態を示すものと考えられる。

トレンチ南側では、表土層が20cmほ どで、第 2層 が赤褐色粘質土層になり、
40cln×

30Cmの偏平な石が水平に据えられた状態で検出できた。また、
この南側では、前述 した

第 2層は薄くなるが、地山の岩を掘 り窪めた長径70cln e深 さ20cmの楕円形
のピットを検

出した。この状態からトレンチを拡張すれば建物の遺構が確認
できる期待をいだかせた。
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2ト レンチ

1ト レンチの延長として試掘調査時に lm× 17mの大きさで設定したもので、基本的

な土層は 1ト レンチ南側と大きな違いはなく、 5 cmほ どの表上の下に第 2層の黄褐色山

土層が20cmほ どの厚さで確認できた。この層からは、土師質の小皿が若干出土 した。こ

の トレンチでは、ピット等の遺構は確認できず、地山の岩はほぼ平坦であった。

3ト レンチ

立木の関係で若干のずれはあるが、2ト レンチの延長として幅 lm× 長さ20.5mの規

模で設定した トレンチである。地形は、東に向かって舌状に張り出す尾根の先端に近 く

なることから緩やかな斜面になっていた。表土層は、東側に向かうほど薄くなり、斜面

では地山の風化した層が表土層になるような状態であった。 トレンチ北側では、角礫層
が2mほ どの幅であり、その南側は、 lmの幅で急激に落ち込んで段が 1段作られた状
態であった。これから尾根の先端部に近い側では、地山の岩になっていた。前述 した落

ち込みは、 1ト レンチの石列間の状態と同様の上層で、角礫の間が空洞になっていると

ころが多かった。このことから、 1ト レンチと同様に人工的に埋められた可能性が考え

られる。

以上の 3箇所が平成 4年度の試掘調査時に設定した トレンチのうちの残存である。

この試掘調査で確認できた山崎山の地形は、山崎山最高地ノ点より尾根は先端部に向かっ

て緩 く傾斜し、先端部は斜面の傾斜が急になっている。また、舌状に伸びる尾根の先端

部の地山は比較的固い岩が露出していたが、尾根の西側に行くほど風化が進み比較的柔

らかな粘土に近い土に変化し、一部では山土化した所も確認できている。また、傾斜面

も同様の変化を示すが、相対的には北側の斜面が風化の進んだ岩であり、南側の斜面は

山土化 したものであった。このことと遺構の残存状態を考え併せれば、北側斜面は山自

体の崩壊が進み比較的固い岩で現状を維持していると考えられ、その傾斜もかなり急で

あった。これに対 し南側斜面は、傾斜がかなり緩やかで風化が進んだ地山でも全体的な

崩壊は起こしていないものと考えられる。

5ト レンチ

5ト レンチは、山崎山が宇曽川に向かって伸びる舌状の尾根の先端部に設定したもの

で、試掘調査時に石垣の残存が部分的に確認できた地点の一つである。

石垣は、尾根の先端部を区切るように「 コ」の字状に積まれ、東側と北側で途切れて

いるが、南側で 8m、 東側は10m石垣が残存していた。北側は、「鍵の手」状に折れ曲
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がり、4.5mの長さで残存していた。この石垣が山崎山城跡の最東端の施設になるもの

と考えられた。

石垣は、地形に沿いながら「野石乱層積み」されたもので、保存状態の良いところで

4段の石垣 (高 さ約1.2m)を 確認している。また、石垣が崩壊した所でその構造が確

認できたものであるが、石垣基底部は地山の岩を根切りして幅50ctrnほ どの段を造 り、20

cln弱の偏平な石を根石基礎として並べ、その上に根石を積む工法であった。ただし、根

石基礎は根石全面にわたって施されているものではなく、根石の形状によるものと考え

られる。また、石垣の裏面には人頭大の角礫が裏込めとして入れられていた。地山の成

形は、根切りだけではなく、裏込めを入れるため尾根の傾斜転換点から地山を成形し、

斜面を造っていた。この斜面と石垣の間に前述した人頭大の角礫を裏込めとして入れて

いたもので、裏込めの傾斜は彦根城の石垣と比較すればかなり緩やかである。

石垣は、裏込めの状態から考えればその高さは少なくとも尾根を覆うぐらいまではあっ

たと考えられ、全体に尾根先端に向かって傾斜していた可能性はあるにしても郭の平坦

部は確保していたものと考えられる。

N-0ト レンチ

比較的に風化の進んだ岩が主体の場所で、尾根上は表土層もほとんどなかった。この

ため、石垣は崩壊したと考えられるが、 4ト レンチの「鍵の手」状に残っていた石垣の

根切 りの続きと考えられる段が確認できた。すなわち、地山の岩を2段の階段状に成形

したもので、50Cmの幅の根切 りおよび裏込めのための成形の痕跡と考えられる。

また、斜面に堆積した土層は、一辺50釧前後の石を含んでおり、石垣および尾根平坦

部の整地層が斜面に堆積したものと考えられる。

N-1ト レンチ

東に向かって張り出す「舌状」の尾根の幅が最大になる部分に設定した トレンチであ

る。北側の斜面部分は急角度であり、立つことも困難な程の斜面であった。また、地形

的にもかなり深く内側にえぐれており、過去に崩壊した地形の典型であると考えられた。

遺構は、 トレンチ西端の尾根鞍部で幅 (東西方向)3m。 長さ (南北方向)4。 5mの敷

石遺構が確認できている。その状態は、敷石遺構の東側の石列の保存状態があまり良く

ないが、比較的大きな (一辺60cm前後)石が並べられてあり、東側に向いて面をそろえ

ていた。

敷石遺構は、東側尾根より約 lm高い段に作られており、上の郭と下の郭の区切 りの

遺構であると考えられる。この敷石遺構の下の郭は、東側石垣まで同一の郭と考えられ
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るが、その地形は東に向かって傾斜しながら続き、結果的には尾根線上で比高が 3mほ

ど下がる。このことから考えれば、この郭で平坦部を確保しようとすれば、石垣の高さ

が最低でも3mほ どの高さを復元できるが、石垣をある程度の高さで腰巻き状に尾根の

裾を巻いていた可能性も考えられる。

この トレンチの斜面は、傾斜が急であり石垣の残存は確認できなかった。

N-2ト レンチ

尾根鞍部の平坦面は、N-1ト レンチで確認した敷石遺構とほぼ同様の幅を持つ平坦

部が広がり、北側斜面は平坦部端から急激に落ち込む。この傾斜部分は、かなり人工的

に成形した面を持っていることから、裏込めのための地山の成形面と考えられるが、裏

込めの石等は確認できなかった。このことから、この地点でも外郭の石垣は崩壊してい

るものと考えられる。

N-3ト レンチ

尾根鞍部の平坦面は、 トレンチ中央部で段が 1段 (比高で50clnほ ど)造 られている。
しかし、N-1ト レンチで確認できたような郭を区画するような施設は確認できていな
い。このことから、中間に段を持つ一つの郭と考えている。面積的には、山崎山城跡で

一番広い郭である。

北側斜面は、N-2ト レンチから続く地山の成形面を確認しているが、斜面は地山の

風化が進んだ岩が直接露頭しており、石垣は崩壊しているものと考えられる。

N-4ト レンチ
この トレンチでは、石垣の基底部の残存と考えられる石列が2ヶ 所確認できている。

このうちの一ヶ所は、 トレンチの中央部付近で確認できた斜面の等高線と直交するよう
に組まれたもので、北西側を面とするものである。この石組は、斜面に組まれたため残

存状況があまり良くなくlmほ どしか検出できなかった。また、他の石組は トレンチ西

端で確認 したもので、南側を面にして約 5m残存していた。この石組の内 (尾根)側に

は、面を西側にした石組が確認できており、N-4ト レンチのものとセットになり幅 4

mの石垣になると考えられる。これは、石組の間に割石が裏込め状に入っていたことか

らもうかがえ、ある程度高さを持ったものであると考えている。

N-5ト レンチ

山崎山最高地点の北東側に設定した トレンチで、N-1ト レンチからN-5ト レンチ
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にかけての現況の地形は弱く内弯しており、過去に大規模な地崩れ
が起きたことが見て

取れる。このため、尾根上の平坦部は狭く斜面は急
であり、作業は困難を極めた。この

トレンチでの遺構は、石列が 3ヶ 所確認できており、ごく一部
の保存状態が良いところ

で 2段残存していた以外は 1段であり、いずれも石垣の基底部の根石だけが残存
してい

るものと考えている。 トレンチ北側で東西方向に伸びる石列は、 1ト レンチからS-1

トレンチまで伸びるもので現状で1lm確認できており、城郭の北側を画する土塁
の石垣

である。石列の面は南を向き、比較的大きな石を使って組まれ
ていた。この石組とほぼ

直交して南北に走る石組が トレンチ西側で検出
でき、その面は西側で全長が現状で10m

確認している。また、この石組よりやや東に角度を北側
に振 り等高線と並行する石垣が

約 4m検出できたがヽこれより下は自然崩壊したものと考えられる。この石組
の画は西

側を向くことから、本来はこの石組と対応するも
のが外側にあったと考えられる。この

地点の上塁の構造は、郭の内側に犬走りもしくは
2重の石垣を持つものであったことが

考えられる。

S-1ト レンチ

s-1ト レンチは、N-1ト レンチの尾根の反対側に設定したもので、 1ト レンチで

確認 した石列の続きを検出することを主目的にし
たものである。石列は、この地点の尾

根に対してやや西側に振って造られた石垣の根石石組
を確認した。この石列は比較的大

きな石を使っており、N-1ト レンチからの全長で 1lmを計る。また、この石列から

地形に沿った形で尾根側に面を向けた石列を検出した。
この石列は、S-1ト レンチの

幅いっぱいの所で検出したが、隣のS-2ト レンチでは確認できていな
い。このことを

現状の地形から考えれば、斜面が尋根側にえぐれ
ており、自然崩壊していることが考え

られ、現状で4.2m確認している。この石列は、対になるものが外側
にあり、石垣を造っ

ていたものと考えられる。

S-2ト レンチ

s-1ト レンチで検出した尾根と並行する石列を確認するために設定したトレンチで

あるが、現状の地形が内弯してえぐられた形を成し
ていることから、斜面は自然崩壊し

たものと考えられる。ただし、この トレンチでは 3石だけ
ではあるが、土塁と並行し面

を南側にした石列を確認した。この石列と土塁の石列
の間には裏込めに使っていたと考

えられる角礫が多量に入っており、堆積の状態は 1ト
レンチで確認したような空洞の多

い人工的に埋められたと考えられる状態であった。

―- 11 -―



S-3ト レンチ

南側斜面は、尾根に沿って若干張り出し気味に広がる地形を成している。この トレン

チでもS-1ト レンチで確認した石列の続きを確認することとしたが、この地点も自然
崩壊の結果、石列は既に崩壊しているものと思われ、確認できなかった。ただし、 トレ
ンチ北端では土塁石列とほぼ並行して面を南に向けた石列を4mほど検出した。また、
この石列よリトレンチの中央部に近い所でも若干動いた形跡はあるが、 6石だけではあ

るが面を南側に向けた石列を確認している。

以上のように、N-40N-50S-10S-2・ S-3の各 トレンチで確認できた
石列から、この地域は尾根線上の平坦部を石垣で補強した土塁 (も しくは石垣)で三方
を守られた台形の「枡形」を形成していたものと考えられる。この「枡形」と次の郭と

の連結部は石列の残存状況から考えれば階段状を成していたものと思われる。現時点で

は、一応この「枡形」状の遺構を第一郭と考えている。

S-4ト レンチ

東倶Jに向かって伸びる尾根のほぼ中央部に設定した 卜
′
レンチで、地山は風化 して粘土

化したもので、部分的には地山の岩が露頭するところがある。地形は、第一郭から緩や

かに下がる平坦地に近い斜面を成しているが、 トレンチ中央部で弱い段が作られている。
また、斜面は風化して形成された粘土に近い岩を丁寧に削って成形した痕跡を確認した。

これは、築城時に地山を成形して石垣の裏込めを入れた痕跡と考えられる。

トレンチ西端の傾斜転換点の上側で、偏平な石を「 コ」の字形に並べた炉跡を検出し

たが、表土面に露出していたもので古いものとは考えられない。

S-5ト レンチ

北から南へと伸びる尾根が、やや東へと振る付け根部に設定したトレンチで、尾根上

の平坦部の面積が最大となる地点である。 トレンチ南西側斜面では、S-4ト レンチで
確認した尾根線鞍部から斜面へと変わる傾斜転換点から下で地山を成形したきれいな成

形面を確認 した。また、 トレンチ東側では、 2段前後の石垣が南西側を面にして残存し
ており、地山の成形面には裏込めの角礫が確認できた。この石垣は、極一部が部分的に

露出していたもので、石垣は試掘調査で確認していたものである。

トレンチ西側では、裏込めの角礫は確認できているが、石垣は検出していない。裏込

めの状況から見れば裏込め全体が下にずり落ちている可能性が考えられる。この状態か

ら考えれば、西側の石垣はすでに崩壊したものと思われる。
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S-6ト レンチ

S-6ト レンチは、S-5ト レンチで確認できた山城の外郭を示す石垣がまとまって

検出できる可能性が考えられた。石垣は、S-5ト レンチと同様、地山を傾斜転換点か

ら成形 し、この斜面の下に幅 5 0 clnほ どの段を作り石垣基底部の基礎としている。この

上に、現状の保存状態の良いところで四段、約 1.2mの石垣が地形に沿った形で築か

れていた。この トレンチの石垣は、裏込め等の保存状態が一番良い所で、石垣の基底部

より約 3mにわたり残存しており、石垣は最低でもこの高さまではあったものと考えら

れる。ただし、 トレンチ東端で石垣は確認できなかったことから、すでに一部は崩壊

(も しくは人工的に崩された)していた。

また、 トレンチ北端ではN-1ト レンチで検出した敷石遺構の続きが幅 2.5m長 さ

0。 8mで確認できた。この トレンチでの敷石遺構の幅が若干狭いのは、敷石遺構を区

画する外郭の石が残存していなかったためであるが、現状で確認できた敷石遺構は最大

幅 3mで全長 8.5mであった。この敷石遺構が尾根中央部を直角に区切るように確認

でき、この南側でこの遺構と並行するように平に据えられた偏平な石が lmの間隔で 2

個検出できている。両者の位置関係から見れば、関連した遺構と見ることも可能である

が、現時点では敷石遺構の性格が不明であるため、遺構の存在だけを報告しておきたい。

S-7ト レンチ

第 3郭中央部の南斜面に設定した トレンチで、地形的には尾根が舌状に伸びて曲線を

描く地点に位置している。傾斜部では、地山で幅 2mほ どの段が2段確認でき、この中

間の段に地山から掘り込んでいる径 1～ 0。 7m O深 さlmの ピットが 3箇所検出できた。

また、 トレンチ東端では石垣の根石が 3石出上し、畦へと潜り込んでおり、 4ト レン

チの石垣とつながるものと考えられる。検出できた石垣の端の石は、奥向きに長 く据え

てあったことから考えれば、この地点で石垣が一旦切れていた可能性も考えられるが、

現状では可能性の指摘でけに止めたい。しかし、この城跡は南から一直線に「下街道」

が通っていたことを考えれば、その地理的条件から南向きに造られた山城であった可能

性が強いため、この地点に矢倉や門等の城郭施設を考えることも可能であろう。

S-0ト レンチ

山崎山は、西側の尾根が最高地点から比高で5mほ ど急激に下がる地形をしている。

この下がりきった所は、「馬の背状」の狭い地形をしているが、尾根線と直交する「竪

堀」状の落ち込みを2箇所確認した。この「竪堀」状の落ち込みを確認するためS-0

トレンチとN-6ト レンチの 2本の トレンチを設定した。S-0ト レンチは、山崎山最
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高地点の北側斜面の西側に設定した トレンチである。 トレンチは、最高点北側斜面から

「竪堀」状落ち込みを越え平坦部尾根までの直線で1lmの長さになった。

北西斜面上部では、石垣の根石が 1段から2段検出でき、裏込めの角礫も確認できて

いる。この石垣の保存状態はN-6ト レンチに比べて若干悪いが、石垣根石の下には地

山を成形して弱い「 U」 字状の窪みをつくり、石垣根石の押さえのために山土を埋め、

「犬走 り」状の平坦部を lm造る。「竪堀」は、 トレンチを設定した地点で幅 6m、 深

さは現地表面からlmを計る。この「竪堀」の断面は「 U」 字形をなし、地山の岩を成

形したもので、地山面からの深さは1.8m以上であったと考えられる。また、石垣根石

からの比高は2.7mであった。

N-6ト レンチ
N-6ト レンチは、最高点北側斜面の北端部に1lmの長さで設定したトレンチである。
この トレンチでは、 2段から3段のしっかりした石垣が検出でき、裏込めの角礫もS―

0ト レンチ同様確認できた。石垣根石下の段は「犬走り」状に幅1。 3mを計り、「竪堀」

の断面はやや不整形な「 U」 字状をなし、幅は現状で 8m、 深さは現地表面から1。 8m

を計る。石垣根石から「竪堀」底までの比高は4mを計り、かなりの深さを持つもので

あった。

また、地山の成形は石垣の側だけではなく、「竪堀」の対岸でも非常に丁寧な整形が

なされていた。

S-00N-6ト レンチで確認した堀を「竪堀」とした理由は、現況の地形が尾根中

央部で幅 lm弱の陸橋状の掘り残しを確認しているためで、「堀切」として尾根を切っ

ていないことから「竪堀」と考えている。この陸橋状の掘り残しは尾根線からやや東を

向いて残されていることから見れば、N-6ト レンチで確認した「犬走り」につながる

通路を成していた可能性もある。

平成 6年度試掘調査

以上のように、平成 5年度の発掘調査では非常に良好な中世山城の遺構を確認 したた

め、遺跡の保存がクローズアップされることになった。このため、他の場所に配水池設

置場所の可能性を検討するため、平成 6年度に城郭を確認した場所の西側の尾根で試掘

調査を実施した。

調査場所は、山崎山中央部の一段低い「馬の背」状の尾根で、地形的には昨年度の調

査で確認 した竪堀の西側に当たり、山城の正面が尾根に沿って北町倶りとすれば「虎口」
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が所在する可能性が考えられた。このため、調査は尾根および尾根から続く斜面を中心

にトレンチを設定し、遺構の有無を確認することとした。遺構が確認できた場合は、可

能な限リトレンチを拡張して遺構の性格を把握する計画としたが、結果的には試掘
トレ

ンチを17箇所設定するにとどまった。

以下に試掘調査の結果について記す。

全体の上層は、10m前後の表土を取り去ると地山の岩が出てくる所が大半であるが、

西端の尾根から斜面にかけては、岩の風化した真砂上が確認 しただけで
1.5mの厚さで

堆積していた。ここは、山崎山西端の上取り場になっている尾根と
のつなぎの部分に当

たり、10m程の比高があるかなり急な斜面であった。

尾根線上には 3箇所の トレンチを設定したが、東側の 2箇所のトレンチで地山に掘ら

れた幅3∝m。 深さ50crrLの断面「 L」 字状の濤を長さ32mにわたって検出した。この濤

は、しっかりと作られたもので、掘削面が風化した形跡は全くなかったが、尾根と並行

して走り、東端部で方向をやや東に振って尾根線に接近して切れていた。

また、北側斜面の西端部に設定した トレンチでは、人工的に成形されたと思われるか

なり緩やかな斜面が確認できている。この地点は、尾根が北に向かって張り出
している

ところで、西清崎の集落のすぐ裏まで続いており、山城の登り国の一
つであった可能性

が考えられるが、城郭と考えられる遺構は確認できていない。
この他の北側斜面に設定

した トレンチでは、薄い表上のすぐ下で地山の岩になることや、斜面も急角度である
こ

とから、斜面の崩壊により現在の地形が形成されたと考えられ、遺構の確認はできなか
っ

た。

尾根の南側斜面西端部に設定した トレンチでは、地山の岩を半円形に成形
した掘 り込

みが 3段確認できた。また、南側斜面に設定したトレンチでは、地山の岩を2段の階段

状に成形 したものを確認 している。

山崎の集落には、明治時代初期に山の裾部にあった日吉神社が大規模な山崩れ
で埋まっ

たため、稲村神社に合祠したとの記録があり、国昌寺裏山の中腹部には昭和30年代
に杉・

檜を植林 したことを記念する石碑が立っている。さらに、この南側斜面
には人頭大の石

を高さlm程積んだ土砂止めの石垣が多数見られる。これ等のことから、南側斜面で確

認できた半円形の掘 り込みや階段状の成形は、砂防のための工事もしくは植林
に関係す

るものと考えられる。特に、斜面で確認できた階段状のものは、枡を作りながら土砂
の

流失を止め、植林する手法のために作られた段であると思われる。

以上、今回の試掘調査では城郭主要部分に対応するような「虎口」や郭
・堀等の明確

な城郭の遺構は確認できなかった。また、現状の地形は砂防工事や植林事業
のために近

代になってから作られたものであると考えられる。
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4.まとめ

山崎山城跡は、山崎山東側尾根で中世の山城の良好な遺構が確認できた。ただし、石

垣は各 トレンチの結果報告の章のとおり、一番最初は人為的な廃棄により、またその後

は自然崩壊により完全な遺構の検出はできていない。また、尾根平坦部に存在が予想さ

れた山城に関係する建物跡は、城郭部の整地層がかなりの部分で削平もしくは崩壊して

いたためにほとんど確認できなかった:こ のことは、斜面に堆積した山± 0粘質土層で

土師質の小皿の破片が出土しており、尾根平坦部の整地面の上が斜面に落ち込んで堆積

しているものと考えられるものである。以下に、平成 4年度から平成 6年度までの調査

結果をまとめ、山崎山城跡の「縄張り」等について記述したい。

《第一郭》

N-40N-5。 S-10S-2・ S-3お よびN-6・ S二 oの各 トレンチで検出
した石垣等を復元すると、石垣で区切られた方形の郭が浮かび上がってくる。

第一郭の最初の防御施設は、尾根を塞ぐょうに構築された両側を石垣で覆われた土塁

(も しくは石垣)で、現状で幅 7m。 長さ13mを計るもので、両側の石垣には角礫が
裏込めされていた。ただし、両側の石垣は保存状態が一番良いところで 3段だけの残存

であり、大半の部分は一段だけで基底部を石垣で固めた土塁なのか完全な石垣が構築さ

れていたのかは現状では確認できない。この石垣に対応して第一郭を形成する遺構は、

南斜面・北斜面ともに石組は内側 (郭の内部側)を向いた面を持っており、この外側に

外向きの石垣が築造されており上塁 (石垣で基礎を固めていた)も しくは石垣で方形の

区画が作られていたものと考えられる。その大きさは、ほぼ 1lm× 9mであるが、東
側は石組で作られた 3段の階段状の遺構で終わっている。第一郭がこの階段状遺構の 3

段目までとすれば 1lm× 13.5mの大きさになる。
以上のことから考えれば、第一郭は石垣もしくは土塁で「 コ」の字状に囲まれた「枡

形」を成す郭であったことが考えられる。

《第二郭》

尾根のほぼ中央部に所在するもので、N-20N-3・ S-40S-5の 各 トレンチ
を中心とし、この他にN二 10N-4。 S二 30S-6ト レンチの一部が含まれる。第
二郭は、城跡が所在する尾根で一番幅があるところで 16mの幅を持つ。また、長さは
35mを計るが、第二郭は同一の平坦面ではなく第一郭から約 12mの所で 0。 5mほ
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どの段が作られ、東側が 1段低くなっていた。

城郭の施設としては、南側斜面の東側半分で石垣および裏込め石が検出できているが、

西側に行 くほど全体に傾斜の下の方にずり落ちた状態であったことから見れば、西側は

自然崩壊しているものと考えられる。また、北側斜面は尾根上平坦部の整地層の土が厚

く堆積しており、地山の岩を階段状に成形した跡が一部確認できていることから、石垣

が築造されていたが既に崩壊しているものと考えられる。この第二郭と第二郭の区切 り

は、N-10S-5ト レンチで検出した敷石遺構であると考える。敷石遺構は、外縁部

を人頭大の石で囲み北側および南側はやや遺存状態が悪いが現状で 7.5m× 3mを計

る長方形を成すものであった。その形態は、縁石の石組の中に角礫が敷かれた状態で検

出したもので、石垣の基底部だけが残された可能性が考えられる。また、南側に接する

形で偏平な石が 2石据えられた状態で確認できたことから、建物の礎石であった可能性

も考えられるが、石垣もしくは土塁遺構の基礎となるものと考えるのが一番自然であろ

う。

《第二郭》

第二郭は、尾根東端に構築された郭で、N-00N-10S-6。 S-704の 各 ト

レンチで検出できた遺構から構成されている。この地域の尾根は、表上の腐食土層が 5

crrl前後の厚さでほとんど表上の無い所もあり、この層の直下はすぐに岩となるもので、

地形は第二郭との区切 りの敷石遺構から1段下がり、この面から平面の距離が30mで 5

m下がる傾斜であった。また、「舌」状の尾根の先端部に位置する地形的な制約から平

面のプランが極端な「台形」状になっていた。

石垣は、南側斜面から東側斜面を囲み、北側斜面の
二部まで残存していた。山崎山城

跡の立地する尾根は、全体的に見れば「へ」の字状に南に向かって弱く折れ、この折れ

た地点が第二郭と第二郭の接点で、城の外郭を示す南側斜面の石垣はS-6ト レンチで

地形に沿って「へ」の字状に角度をつけて造られていたが、石垣はトレンチ東端で一旦

途切れ、この途切れた部分は現状の他の石垣の残存状態から見れば既に崩壊しているも

のと考えられる。

城の城郭を示す外郭の石垣は、S-7ト レンチで再び確認できるようになる。この ト

レンチでは、遺構面の大半が地山を階段状に成形した遺構で、成形面の段には径 lm前

後・深さlmの ピットが 3箇所確認できており、棚もしくは門状の施設があつた可能性

が考えられるが、地山の段状の成形は他の石垣が確認できている部分のそれと同様であ

り、棚状遺構とするには手がかりが乏しいため可能性の指摘だけに止めたい。また、城

郭を区画する石垣は、この トレンチの東端でその始まりが確認でき、その状態は等高線
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と直交するように奥に長い石を積み、石垣の始まりを示すような状態であったが、やや

小さい石が 2石だけの残存であり、確証に乏しい。

尾根先端の石垣は、東に向かって張り出す尾根の地形に沿って造られ、一部は既に崩

壊して確認できないところもあるが、保存状態の良いところでは4段・ 1.lmの 高さを

計る。石垣南端の角は、石がやや浮いているが奥行きのある石を井桁積みにし、尾根先

端部は土の被りが少なく保存状態がやや悪いが 1～ 2段の石垣が残存していた。また、

石垣東端角は 1石 しか残っていなかったため、石の積み方は不明であるが、角を作り北

斜面に折れている。北斜面の石垣は、積み石も大きなものではないが「折曲」状に作ら

れた石垣を残 しており、防御のための構造が見られる。

以上のように、第二郭は尾根の先端部に位置する関係から、また周囲からも良く見え

るため、石垣は丁寧に造られていた。全体の地形から見れば、宇曽川が第二郭のすぐ下

を流れており、山城外郭の堀の役割を果たしていたことが考えられる。

《石垣》

山崎山城跡は、その所在する尾根の西・南 。東側で城郭の輪郭を示す石垣が確認され

ると共に、石垣の存在で各郭が明確に押さえられ、中世山城の一つの形態を知る貴重な

資料である。また、今回の調査では石垣の構造が明確に把握された。以下に、この石垣

の構造について述べる。

石垣は、積みの技法からは「空積み」といわれるもので、使用していた石の種類やそ

の積み方を見れば自然石を不規則に積み重ねる「野石乱層積み」の技法で積まれていた。

また、石垣の基底部の根石の据え方は、特別に胴木や杭で基礎を固めるものではなく、

地山を成形し50釧前後の段を造り直接根石を据えるもので、根石の勾配や面を調整する

ための偏平な割石をかませていた。

石垣の裏込めは、尾根の表面や輪郭を成形した工程で出て来る岩 (す くなくとも山崎

山産の石)で角礫が主でこの他岩の風化土も使用していた。このため、「裏込め」部分

は小さな空洞が多くならていた。

石垣の残存状況は、基底部の根石だけを残すところや基底部の根石から304段 まで

の石積みを残しているところ等があるが、残存している石垣でも上半分は全て残存して

いなっかたことや崩壊 して堆積した所の上層の状態から石垣は人為的に崩されたものと

考えられる状態であった。その後、部分的に自然崩壊が加わったものと考えられる。

《堅堀》

竪堀は、第一郭の西北端の尾根を横断して造られた土塁 (石垣)と対になり城郭の防
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御施設として機能したものと考えられる。その形状や堆積した土層から見れば、「空堀」

であったことが確認できた。堀の底と現地表面は1.8mか らlmと浅いものであるが、

土塁の石垣の根石からの比高は4mを計り、少ない労力で防御力を高めるために地形を

最大に生かした構造になっていた。

《遺物》

今回の発掘調査で出土した遺物は、生活の痕跡を示す日常雑器の出土はほとんど見ら

れず、極限られた器種であった。その大半は土師質の素焼きの小皿で、タイプ的には 2

種類のものが確認できている。一つは、偏平な丸底を持ち内弯ぎみに立ち上がる口縁を

持つ通常の小皿であった。他のタイプは、小さく作られた底部の中心部を裏から窪める

いわゆる「へそ皿」といわれるもので口縁部が肥厚ぎみに外傾して収まるもので、、この

タイプの終わりに近いものである。これらの遺物の出土は少なく、尾根の平坦部では数

えられる程度のものであった。出土遺物の大半は、斜面に溜まった堆積土層からの出土

であり、 2次的な包含層ということができる。すなわち、尾根平坦部の整地層の上が斜

面に堆積 したものと考えられる。

今回の発掘調査では、以上の城郭施設が検出でき、連郭式の山城であることが確認で

きた。この山崎山城跡の全体の規模は、尾根の最大幅20m。 全長100mを計る、中規模

な城郭である。

中世城郭と一括される遺跡ではあるが、その内容は築城する武士集団の規模により城

郭に違いが表れるのは当然のことである。観音寺城跡のような守護大名の居城、小谷城

跡のような戦国大名の居城は大規模な城構えを持つものである。これに対し、山崎山城

跡は在地を支配する土豪の山城と位置付けることが可能であろう。また、館に堀や土塁

等の施設を設け城郭化した比較的小規模なもの等に分けることができるだをう。

このように、遺跡 (城郭)か ら地域の様相を考えることも可能である。以下に、山崎

山城跡を取り巻く状況を見てみたい。

山崎山は、比高50mほ どの小さな独立丘陵で、北西 (湖岸)側に標高262m(比高170

m)で琵琶湖側に曽根沼内湖を持つ荒神山が存在し、南東側には標高115m(比高20m)

の茂賀山があり、湖岸線に直交するように三つの独立丘陵が並ぶ。また、この三
つの丘

陵には山崎山だけでなく山城が築城されていたといわれる。このことは、山崎山城跡を

築城した土豪が、山崎山にしか築城できなかったことを物語っており、その勢力範囲が

荒神山と茂賀山の間の極めて限られた範囲であったことがわかる。

滋賀県教育委員会が1987年 に出版した「滋賀県中世城郭分布調査 5」 によると、彦根
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市内には67箇所の城郭や館が挙げられている。これらの城郭にはそれぞれの築城された

時期があり同時代に並立しているものではないが、中世の彦根市域は小土豪が割拠する

状態であったことが中世城郭の分布状態から見て取れる。「彦根市史」に記述のある佐

和山城を軸にした六角氏と京極氏の攻防は、上記のことが背景となって起こった 1つの

史実であると考える。

彦根地域が政治的に安定 (統一)するのは、織田信長が近江に入ってからである。信

長の近江支配は、六角氏・浅井氏という有力大名を滅ぼし、在地の上豪を配下に組み入

れることで確立した。この過程で、山崎山城を築城した山崎氏の名も「信長公記」にそ

の名が見える。また、織田氏と徳川氏の連合軍が小牧長久手の戦いで武田氏を破 り凱旋

のおり、各地で戦勝祝いの接待を受けながら安土へ帰還するが、山崎氏も「茶屋」を建

て一献献上したとの記述があり、近江の在地武士団の中では有力になっていたことがう

かがえる。

山崎氏が文献に登場するのは数少なく、山崎源太左衛門賢家は前述した「信長公記」

等に散見されるだけであり、元は佐々木六角氏の家臣というが、弱小の在地土豪である

ため浅井氏に仕え、姉川の戦いの後、信長に下りその家臣となった。信長の西国攻めの

おりには安土城の留守役として安土城を守っていたが、「本能寺の変」の後には明智光

秀方に荷担し、その後秀吉の家臣として摂津三田城主になるという、はなはだ戦国時代

的な生き方をしたことが知らている。しかし、山崎氏は近江の国の守護大名である六角

氏の家臣時代には「佐々木南朝諸士帳」等の文献ではその名が散見されるだけで、信長

の時代になってから文献に再々でてくるのである。佐々木氏関係の文献にその名があま

り見られないことは、山崎氏が本来弱小な土豪であったことを考えさせる。

山崎山城跡は、遺構の状態や遺物の出土状況から長期にわたって営まれた城郭とは考

えられず、ごく短期間だけ存続したものであると考えられる。また、城郭に石垣を使う

技法が普遍化するのは、合戦に鉄砲が登場してからといわれ、「裏込め」の存在とあい

まって、山崎山城跡の築城が戦国時代でも最終末に近いことがわかり、秀吉の山崎氏の

摂津三田移封を考え併せれば、調査結果が文献と比較的合致するのではないかと考えら

れる。
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図版 2 山崎山城跡 トレンチ配置図
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図版 3 5T遺 構平面図および石垣立面図
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S-7T遺 構平面図および石垣立面図
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図版 4 S-60N-1丁 遺構平面図および石垣立面図
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図版 8 S-0・ N-6T遺 構平面図および石拝立面図

Э     4     8m

9,r

―- 29 -―



く`
て[[:[:三
「
=電

I三三

l三
三三FF「
::::'Fラ

フ
' 10

ミ`ミこ:[::::=F「二三二三
]三

二二:三〒11:::「「「戸口
:il

3
2

6

9
18

5

17

10cm

図版 9 N-0区 包含層出土遺物実測図
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山崎山から東南を望む

写真図板 1

―- 31 -―



山崎山城跡 (西から)

山崎山城跡全景 (東から)

写真図板 2
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第 3郭全景

第 3郭全景 (東南から)

写真図板 3
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5T石垣南隅部分

5丁 石垣北側部分

写真図板 4
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第 2郭と第 3郭を分ける敷石遺構

南斜面石垣

写真図板 5
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第 1郭全景

堅堀全景

写真図版 6
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